
平成２７年１２月１０日定例教授会議事抄録 

 

出 席 者 

  髙見澤所長 

  池本，板倉，鎌田，佐藤，菅，園田，髙橋，田中，長澤，名和，平勢，桝屋，松田，

安冨の各教授 

  青山，李，池亀，小寺，鍾，馬場，森本の各准教授 

海外渡航者 

大木，黒田，中島の各教授、塚本，古井，シルツの各准教授 

 

議事に先立ち１２月１日付け採用教員から挨拶があった。 

 

議 事 

  

 １１月２６日開催の教授会の議事抄録を承認した。 

 

通知事項 

 １．教員等の公募について、資料Ｐ５のとおり１件。 

 

報告事項 

 ２．所長報告 

   髙見澤所長から、以下の会議等について報告があった。 

  １）総長室総括委員会（１２月１日） 

    次年度以降の日本・アジアに関する教育研究ネットワーク（以下「ASNET」とい

う）継続について審議するための機構長ヒアリングが行われたこと、現在、財務担

当理事に対して ASNET への予算措置を継続いただけるよう交渉の準備中であるこ

と等報告があった。 

２）拡大入試監理委員会（１２月１日） 

    平成２８年度大学入試センター試験（１月１６日、１７日）及び前期日程試験 

（２月２５日、２６日）において、事務方より試験監督者の依頼があった者につい

ては協力をお願いしたいこと、試験当日は勿論のこと、事前説明会にも最優先で必

ず出席いただきたいこと等説明があった。 

３）科所長会議（１２月１日） 

 ①東京大学とスイス連邦工科大学チューリッヒ校との間における戦略的パートナー

シップ協定の締結 

  資料Ｐ８～１０に基づき、柔軟かつ互恵的な戦略的パートナーシップ協定の締結

が承認された旨報告があった。 

 



 ②東京大学とボン大学との間における全学協定の締結 

  資料Ｐ１１～１３に基づき、包括的かつ戦略的なパートナーシップ構築を目的と

した全学協定の締結が承認された旨報告があった。 

 ③「東京大学ビジョン 2020」に基づくアクションの具現化についての考え方 

  資料Ｐ１４～１７に基づき、研究・教育・社会連携・運営面におけるアクション

を具現化するための考え方が例示された旨報告があった。 

 ④初年次長期自主活動プログラム（FLY Program）の継続実施 

  資料Ｐ１８～１９に基づき、次年度も引き続き本プログラムに取り組んでいくと

の説明があった旨報告があった。 

⑤2014 年（第 64 回）学生生活実態調査の結果報告 

 回覧資料のとおり作成された旨報告があった。 

⑥平成２８年度体験活動プログラムに関する企画募集 

 資料Ｐ２０～２５に基づき、企画に応募する場合は提案書を作成したうえ、本部

学生支援課宛に提出いただきたい旨案内があった。 

⑦平成２７年度学生表彰「東京大学総長賞」の推薦募集 

 資料Ｐ２６～２８に基づき、指導学生等の中に受賞に相応しいと思われる学生が

いる場合は推薦いただきたい旨案内があった。 

４）全学自由研究ゼミナールの担当教員について 

資料Ｐ２９～３０に基づき、平成２８年度全学自由研究ゼミナールの担当教員に

ついて、Ｓタームは池亀准教授、Ａタームは青山准教授に決定した旨報告があり、

続けて、ASNET も同講座への出講を検討していること、ASNET から出講する場合、

本研究所として出講することになること等補足があった。 

  ５）教員の海外渡航（報告） 

    総務委員会にて資料Ｐ５８のとおり２件を承認した旨報告があった、 

６）その他 

①復旦大学文史研究院、プリンストン大学東アジア学部との第５回国際シンポジウ

ムが来週１４日～１５日に復旦大学において開催され、本研究所からは自身のほか、

板倉教授、大木教授、羽田教授、平勢教授、塚本准教授の計６名が出席する旨改め

て報告があった。 
   ②年末年始の行事に関して、１２月２８日の年内最後の業務日には年末挨拶等、特

に予定していないこと、１月４日１１時４５分から仕事始めの年頭挨拶を行うこと

等改めて案内があった。 
 

 ３．各委員会報告 
  １）財務委員会 

名和委員長から、資料３１～３６に基づき、今年度予算の執行状況、物件費・旅

費・謝金等の会計関連書類の提出期限、個人研究費の預託の申請期限等について説

明があり、特に個人研究費の預託については、研究費の現在残高と今年度末までの



執行計画を勘案したうえ、提出期限を厳守いただきたい旨補足があった。また、 
１２月１日付けにて国際学術交流室（ASNET）に採用となった朱助教に個人研究費

（１／３年度分）が配分された旨報告があった。 

  ２）インフラ委員会 
    髙橋委員長から、本学無線 LAN システムの整備事業の一環として、各会議室、部

門室等に同システムが設置されることとなった旨報告があった。 
  ３）情報・広報委員会 

    池本委員長から、業績データベース（英語版）について、詳細に情報を登録でき

るよう仕様を改めたこと、資料Ｐ３７に基づき、公開講座等、一般向け講演会等の

開催を案内するため、「東文研友の会」を設置することとし、研究所ホームページ

に関係頁の設置も行う予定であること等報告があった。 

  ４）研究企画委員会 

    桝屋委員長から、資料Ｐ３８に基づき、次年度研究計画の作成について、１月 
２９日までに本計画の原案を提出していただきたいこと、引き続き研究協力者とな

る予定者については所属、身分等の変更確認を行っていただきたいこと等説明があ

った。続いて、鍾委員から、本日１４時より園田教授の自己点検・評価セミナーを

開催する旨案内があった。 
５）東洋学研究情報センター委員会 

    長澤委員長から、今後のセンターのミッション再定義を検討するワーキング・グ

ループにおいて、①センターのミッションは現状のまま変更しない、②機関推進プ

ロジェクト予算は公募を取り止め、500 万円から 300 万円に減額する、③３研究分野

にそれぞれ責任者を置き、当該教員が中心となり、各研究分野に相応しいプロジェ

クトをまとめていく、④減額した 200 万円は図書購入費用として、これまで全学共

通経費で購入していた少数言語雑誌の購入に充て、センター資料の充実を図る、と

する答申を策定した旨報告があった。 

  ６）図書委員会 

    休会のため特になし。 

  ７）その他  
森本レクリェーション委員から、１月１４日の教授会開催日夕刻に開催する新年

会について案内があった。 
     

 ４．その他 

   特になし。 

 

審議事項 

 ５．教員の海外渡航について 

   該当教員から説明があり、資料Ｐ４９のとおり２件を承認した。 

 



６．委員等の応嘱について 

該当教員から（羽田教授は髙見澤所長から）説明があり、資料Ｐ５０のとおり３件

を承認した。 

 ７. 非常勤講師等の応嘱について 

   髙見澤所長から朱助教申請分１件について、資料Ｐ５０に基づき説明があり、承認

された。 

 ８．訪問研究員の受け入れについて 

   該当教員から説明があり、資料Ｐ５１～５２のとおり３件を承認した。また、髙見

澤所長から、鍾准教授担当教員の訪問研究員について、資料Ｐ５２のとおり、受入期

間が延長される旨報告があった。 

 ９．所内委員会について 

   髙見澤所長から、資料Ｐ５３に基づき、１２月１日付けにて国際学術交流室に採用

となった朱助教について、前任教員の担当委員を引き継いでいただく旨説明があり、

承認された。 

続いて、次年度の各委員会構成員について、菅副所長の任期満了に伴い、中島教授

を副所長に、副センター長を長澤教授から平勢教授に、財務委員長を名和教授から松

田教授に、研究企画委員長を枡屋教授から佐藤教授にそれぞれ交替したうえ、資料Ｐ

５４のとおり現時点において所内委員を交替・追加等することを検討していること、

青山、塚本両准教授に ASNET に対する支援を行っていただきたいと考えていること

等説明があった。 

 10．寄附金の受け入れについて 

   安冨教授から、資料Ｐ５５に基づき説明があり、承認された。 

 11. 評価委員会規則の改正について 

   髙見澤所長から、大学機関別認証評価の評価項目に「外部評価」受審に係る項目が

設定されていること等から、従前の規則名に「外部」の文言を追加する等の改正を行

いたい旨説明があり、原案のとおり承認された。 

   続いて、第２期中期目標期間における国立大学法人評価及び大学機関別認証評価受

審に係る調書、「要覧（活動報告書）」等、評価のために作成した資料等を基に、来年

度、外部評価を受審したいと考えていること、菅副所長から、外部評価の受審にあた

り、研究部門毎の評価資料も必要となってくることが予想されること等説明があった。 

 12. 建物使用に関する運用細則の制定について 

   髙橋インフラ委員長から、所長からの要請を受けて、研究所建物の使用に係る運用

上の規程を制定した旨説明があり、承認された。 
13. 教員人事について 

  ①松田国際学術交流室選考委員長から、回収資料に基づき、国際交流担当助教候補者

について、選考過程、理由等の説明があり、投票の結果、選考委員会の推薦のとおり

可決された。なお、本内定者の採用ポストとなる国際交流担当は、同室に係る教員の

任期に関する規則等の改正により１２月１日付けにて新たに設置されたポストである



こと、任期は平成２８年４月１日から３年間となること等補足があった。 

  ②髙見澤所長から、国際学術交流室（ASNET）の朱助教より今年度を以て辞職したい

との申し出があったため、後任人事を行いたい旨提案があり、了承された。 

14．その他 

   特になし。 

以上 


